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中
央
政
界
は
今
夏
、
人
事
の
季
節
を
迎
え
た
。

自
民
党
総
裁
と
し
て
参
院
選
に
勝
利
し
た
安
倍
晋

三
首
相
は
八
月
上
旬
、
党
人
事
と
内
閣
改
造
を

行
っ
た
。
民
進
党
は
九
月
に
代
表
選
を
控
え
る
。

　
人
事
の
成
否
は
組
織
の
行
方
を
左
右
す
る
。

ト
ッ
プ
の
人
事
は
な
お
さ
ら
影
響
が
大
き
い
。
思

い
出
す
の
は
住
友
銀
行
副
頭
取
か
ら
、
業
績
が
低

迷
し
て
い
た
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
社
長
に
就
任
し
た
故

樋
口
広
太
郎
氏
の
逸
話
だ
。
樋
口
氏
は
同
業
他
社

の
幹
部
や
同
社
の
社
員
ら
に
不
振
の
理
由
を
聞
い

て
回
っ
た
。
商
品
の
鮮
度
に
問
題
が
あ
る
と
見
る

や
、
売
れ
残
っ
て
い
た
古
い
ビ
ー
ル
を
大
胆
に
回

収
・
廃
棄
し
た
。
会
社
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
変
え
て

イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
、「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ
」
の

ヒ
ッ
ト
で
、
同
社
を
業
界
首
位
に
復
活
さ
せ
た
。

　
人
事
は
組
織
を
活
性
化
さ
せ
る
の
が
目
的
だ
が
、

失
敗
す
る
と
混
乱
を
招
い
た
り
、
メ
ン
バ
ー
の
士

気
を
低
下
さ
せ
た
り
も
す
る
。
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ

て
は
重
た
い
仕
事
の
一
つ
。
二
〇
〇
三
年
ま
で
北

海
道
知
事
を
二
期
務
め
た
堀
達
也
氏
は
こ
う
振
り

返
っ
て
い
る
。

　「
人
事
は
あ
ま
り
好
き
じ
ゃ
な
か
っ
た
な
あ
。

最
終
的
人
事
権
は
僕
に
あ
る
わ
け
だ
け
ど
、
た
い

て
い
顔
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
い
つ
を
昇
格
さ

せ
る
と
、
あ
い
つ
と
あ
い
つ
が
腐
る
か
な
と
か
気

に
な
っ
て
ね
」（「
北
海
道
知
事
と
い
う
仕
事
」）

　
高
橋
は
る
み
知
事
は
、
自
身
に
従
順
な
部
下
を

重
用
す
る
傾
向
が
あ
る
の
だ
と
か
。
自
分
と
異
な

散 射 韻

事
情
に
通
じ
て
い
る
た
め
衆
院
解
散
・
総
選
挙
を

視
野
に
入
れ
て
い
る
と
も
受
け
取
れ
る
し
、
中
国

の
要
人
と
の
独
自
の
パ
イ
プ
は
緊
張
を
は
ら
む
日

中
関
係
で
同
氏
に
バ
ラ
ン
ス
役
を
期
待
し
て
い
る

と
言
え
る
。
首
相
の
さ
ま
ざ
ま
な
狙
い
が
垣
間
見

え
る
。

　
首
相
は
第
一
次
政
権
の
退
陣
後
、
自
ら
の
失
敗

を
振
り
返
っ
た
「
反
省
ノ
ー
ト
」
に
「
人
事
に
お

い
て
情
に
流
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
書
き
記
し

た
と
い
う
。
気
心
の
知
れ
た
仲
間
を
集
め
た
「
お

友
達
内
閣
」
が
破
綻
し
た
経
験
か
ら
学
び
、「
誰

を
使
え
ば
組
織
が
機
能
す
る
か
」
と
い
う
冷
静
な

計
算
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
民
進
党
の
岡
田
克
也
代
表
の
後
任
を
決
め
る
代

表
選
は
九
月
二
日
告
示
、
十
五
日
投
開
票
と
迫
っ

て
き
た
。
現
時
点
で
は
蓮
舫
代
表
代
行
が
本
命
視

さ
れ
て
い
る
。
岡
田
民
進
党
は
参
院
選
で
の
野
党

共
闘
路
線
で
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
が
、
今
後
、

こ
の
路
線
の
継
続
に
つ
い
て
党
内
で
議
論
を
呼
ぶ

だ
ろ
う
。

　
旧
民
主
党
は
与
党
時
代
、
組
織
を
ま
と
め
る
よ

り
も
、
党
内
で
議
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
耗
さ
せ
て
い
た
。今
回
の
代
表
選
が「
安

倍
一
強
」
に
対
抗
す
る
た
め
の
強
力
な
組
織
を
築

く
き
っ
か
け
に
で
き
る
か
。
民
進
党
の
人
事
は
目

立
た
ぬ
テ
ー
マ
だ
が
、
今
後
の
日
本
政
治
に
と
っ

て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
う
。

＜

聖＞

る
意
見
を
直
言
す
る
部
下
を
排
除
す
れ
ば
、
上
司

に
都
合
の
悪
い
情
報
を
上
げ
な
い
組
織
と
な
る
。

状
況
認
識
が
正
確
に
で
き
な
い
と
、
住
民
ニ
ー
ズ

と
ず
れ
た
行
政
運
営
に
な
り
か
ね
な
い
。
道
政
史

上
最
長
の
四
期
目
の
政
権
下
で
、
道
庁
が
そ
ん
な

陥
穽
に
は
ま
っ
て
い
な
い
か
点
検
が
必
要
だ
。

　
安
倍
首
相
の
今
回
の
人
事
で
、
注
目
さ
れ
る
の

は
二
階
俊
博
前
総
務
会
長
の
幹
事
長
へ
の
起
用
だ
。

自
転
車
事
故
に
遭
っ
た
谷
垣
禎
一
前
幹
事
長
を
続

投
さ
せ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
の
次
善
の
策
だ
が
、

結
果
的
に
は
絶
妙
な
人
事
に
な
っ
た
と
も
言
え
る
。

　
二
階
氏
は
衆
院
和
歌
山
三
区
選
出
の
当
選
一
一

回
、
七
七
歳
の
ベ
テ
ラ
ン
。
一
九
九
三
年
の
自
民

党
分
裂
の
際
に
小
沢
一
郎
氏
（
現
生
活
の
党
共
同

代
表
）
と
行
動
を
共
に
し
、
自
民
党
を
離
党
。
新

生
党
、
新
進
党
、
自
由
党
に
加
わ
っ
た
。
自
自
公

連
立
政
権
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
自
由
党
党
首
の

小
沢
氏
と
袂
を
分
か
っ
て
連
立
政
権
に
と
ど
ま
り
、

そ
の
後
、
自
民
党
に
復
党
し
た
。

　「
出
戻
り
組
」
が
冷
遇
さ
れ
る
自
民
党
内
で
、

復
党
後
の
二
階
氏
は
、
経
済
産
業
相
や
党
国
対
委

員
長
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
時
の
首
相
に
忠
実

に
仕
え
、
党
内
だ
け
で
な
く
公
明
党
な
ど
と
の
調

整
力
も
あ
る
政
治
手
腕
を
買
わ
れ
た
た
め
だ
。

　
安
倍
首
相
は
、
ポ
ス
ト
安
倍
を
う
か
が
う
ラ
イ

バ
ル
に
党
の
実
権
を
握
ら
せ
ず
、
首
相
の
意
を
体

し
て
党
内
に
に
ら
み
を
利
か
せ
る
役
割
を
期
待
し

て
二
階
氏
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
二
階
氏
が
選
挙

組織活性化の淵源


